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研究概要 

 博士論文の分析枠組みとして使用した「感情労働」をもとに、芸者と保育士とで「あき

らめる」ということばが聞かれた瞬間に関して考察を行う。 

 「あきらめる」は、芸者からは「母になること」「母として生きて行くこと」に関する文

脈で、保育士からは「自分の好きなことをする時間」に関してそれぞれ断念したと語られ

る時に使用される。それは自らの感情がコントロールされているために表現されたと理解

できるのではないかと考えている。こうした二者の本質化された女性性について考える。 

 また、それが聞かれた瞬間は、筆者が女性であるということで語りの当事者と分かり合

えた瞬間でもある。その瞬間を共有するさいのワーカーとしての筆者のフィールドにおけ

る位置づけについても考察を行う。 
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①「『旧軍港市転換法』（1950 年）成立後の呉をめぐる記憶――朝日遊廓の女性たちのその

後――」 ひろしま女性学研究所 2012 年 9 月提出 現在印刷中 
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①『芸者の民族誌的研究―東京の花柳界を事例として』 
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